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劣化ウラン兵器問題に関する国会議員アンケート 

 

国会議員の皆様 

 
 2007 年、2008年に続き、昨年１２月、国連総会において劣化ウラン兵器問題関連決議が圧倒
的多数で可決されました。今回の決議案では、国連加盟国や関連国際機関に対しては、引き続き、
この問題に関する見解の更新・提出や被害の実態調査の促進を求めるとともに、使用国に対して使
用量・使用地域などに関する情報開示を求める項目が加えられました。 
 また、2007 年 3 月、ベルギーが世界に先駆けて成立させた、劣化ウラン兵器の使用・製造・
貯蔵などを禁止する国内法は 2009 年 6 月に発効し、現在、同様の禁止法がコスタリカ、アイル
ランド、ニュージーランドで審議されています。 
 このように、対人地雷やクラスター爆弾の禁止に続いて、劣化ウラン兵器も、「無差別的被害を
及ぼす非人道的兵器」として禁止されるべきだ、との国際世論が高まりつつあります。日本でも、
超党派の「劣化ウラン兵器禁止を考える議員勉強会」がすでに発足していますが、政局の混乱もあ
り、この問題に対する日本政府の姿勢・取り組みは、はなはだ不十分なものといわざるを得ません。 
 
 放射性兵器である劣化ウラン兵器の国際的禁止へと向け、日本政府や日本の政治家の皆
さんにはぜひリーダーシップを発揮していただきたく思い、まずは、この問題に関するア
ンケートを実施させていただく次第です。 
 様々な難問が山積する中、ご多忙とは存じますが、ご協力のほど、なにとぞ宜しくお願いいたし
ます。なお、今回の「議員アンケート」キャンペーンの締め切りは、一応、３月末日としますが、
それ以降も、劣化ウラン兵器禁止の目的達成まで粘り強く取り組んでいきたく思いますので、宜し
くお願いいたします。［すでにご回答くださっている議員の皆様には、重ねてのアンケートの送付
となり誠に申し訳ありませんが、何卒ご容赦ください。］ 
 
 全国総合集約先：NO DU ヒロシマ・プロジェクト／ICBUWヒロシマ・オフィス 
   住所：７３１－５１３５ 広島市佐伯区海老園３丁目２－１８ 森瀧気付け 

     ：０９０－９０６４－４７０５（森瀧）  Email: haruko-m@f3.dion.ne.jp 
 
 アンケート結果は、お手数ですが、下記集約先までご返送いただけますでしょうか。アンケート
結果は、総合集計先のNO DU ヒロシマ・プロジェクト／ICBUWヒロシマ・オフィスのホームペー
ジにアップさせていただきますので、何卒宜しくお願いいたします。    敬具  
                              
     ICBUW（International Coalition to Ban Uranium Weapons/ 
         ウラン兵器禁止をもとめる国際連合） 
     運営委員 
       ：嘉指（かざし）信雄、振津かつみ、森瀧春子 
 
      ホームページ： http://icbuw-hiroshima.org/  Email: info@nodu-hiroshima.org 



劣化ウラン兵器問題に関する国会議員アンケート 
 
質問１：劣化ウラン兵器の禁止に向けた取り組みについて̶̶ 
１） 日本は、「予防原則」の観点から、他の有志国とも連携して、リーダーシップを取るべき。 
２） 「国際的な議論の行方を見守る」という、現在の日本政府の見解が妥当と考える。 
３） その他。 
 
質問２：劣化ウラン弾が使用され、がん、白血病、先天性異常などの増加が報告されているイラク
や、旧ユーゴなどの被害者への支援について̶̶  
１）たとえ因果関係がはっきりしなくても、日本は支援をすべき。 
２）被害の実態を明らかにするため調査に協力すべき。 
３）その他。 
 
 ［注記：今年10月5日、WHOの報道官が公表したところによれば、WHOとイラク関連当局は、
現在、イラクにおける先天性障害に関する調査を実施中です。（AFP:「イラク市民やイラクで
任務についた兵士たちの間にみられる健康異常についての報道をうけ、度重なる戦争において用
いられたと推定される、装甲貫通用の劣化ウラン弾を含む特殊兵器が原因となっているのではな
いかとの見方が出ている」）］ 
 
質問３：イラク戦争“終結”後の自衛隊のイラク派遣は、劣化ウラン被曝の危険性を否定して行わ
れたが̶̶ 
１） 大きな問題があった。 
２） 問題なかったと考える。 
３） その他。 
 
質問４：在日米軍基地における劣化ウラン兵器貯蔵について̶̶ 
１） すみやかに情報開示および撤去を求めるべき。 
２） 特に問題なし。 
３） その他。 

 
  [注記：嘉手納基地には、2004 年当時、約 40 万発の劣化ウラン弾が保管されていたことが、
米情報公開法に基づいて米空軍が公開した資料から明らかとなっています̶̶参照：『ウラン兵器
なき世界をめざしてーICBUWの挑戦』（合同出版、2008）137頁] 
 
質問５：その他、劣化ウラン兵器問題や非人道的兵器の軍縮・禁止問題に関するお考え・メッセー
ジを自由にお書きください。 

 


